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５月２７日の総会シンポジウムでは「２０３０年へのメッセージ“持続可能なまちづくり“」

の事例として、地区社協（各務原市）、社会福祉法人（設楽町）、医療生協（桑名市）による

支え合いやまちの拠点づくりに学びました。今回の公開企画では、社会的課題の解決に向けた、

地域の協同活動が生み出す力について、”レジリエンス（困難からの復元力）注“をテーマに、

実践がつくりだす意味を考えます。ぜひ参加ください。 

注：増刊「地域と協同」No.６（2017年 2月発行）参照。 

２０３０年へのメッセージ 第二弾 

公開企画「地域での協同活動に学ぶ」 

 ―協同が生み出すレジリエンスー  
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２０１７年９月１６日（土）公開企画「地域での協同活動に学ぶ」     参加申込書 

ＦＡＸで９月９日（土）までにお申し込みください 
お名前 電話 みんなで考えたいこと 

 

 

  

 

 

 

 

所属（団体名・職員・組合員・その他） 

 

 

連絡先：地域と協同の研究センター ＴＥＬ052-781-8280 ＦＡＸ052-781-8315 担当：大島三津夫 

＊いただいた個人情報は、本企画の開催目的の範囲で利用します。 

基調講演：愛知子ども食堂とそのネットワークから 

成元哲先生（中京大学現代社会学部教授） 

実践報告：社会問題の解決にかかわる、生活協同組合、ワーカーズコープ、農業協同組合な

どの新たな実践を報告いただく予定です（依頼中）。 

 

ご案内：１０月１日（日）に「２０１７協同集会 in東海」が開催されます(会場名古屋市立大学)。基調講演（南

医療生協の おたがいさまのまちづくり、分科会（子どもの学習支援、生活困窮者の支援制度など）で、関

連する実践報告があります。あわせて参加ください。 

日程：２０１７年９月１６日（土） 

時間：１３時～１５時３０分 

会場： 生協生活文化会館 4階 会議室１ 

参加費：無料 

定員：１５０人まで 

＜会場住所＞ 

生協生活文化会館 名古屋市千種区稲舟通１－３９ 

  電話：０５２－７８１－６１６２ 
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【会場のご案内】 

生協生活文化会館地図 

＜会場への交通＞ 

  名古屋駅から地下鉄東山線１６分 本山駅下車 

  ４番出口より徒歩２分 

  会場は４階の会議室となります。 

 

  なお地域と協同の研究センター事務所はこの生協生活文化会館の３階となります。 

  ※今年生協生活文化会館が改築となり、これまで地域と協同の研究センター事務所は２階

にありましたが、３階に移転しました。お越しの際は、ぜひお立ち寄りください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公開企画「地域での協同活動に学ぶ」 

生協生活文化会館４階 会議室 


